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コメント 

本研究は、界⾯の阻害要因を有益な機能にナノレベルでデザ
インするという独創的な着想による提案で、ナノ構造メタ界⾯
に発現する特異な特性の⽀配因⼦とその機構を、マルチスケー
ル・マルチフィジックス解析とその場観察実験によって解明し
ようとするものである。さらに、異材界⾯にナノレベルの離散
的な集積構造を配置する技術を発展させ、⼒学的機能のみなら
ず誘電性等のマルチフィジックス機能の創成を⽬指しており、
学術的知⾒の創造性及び波及効果は極めて⾼い。 

また、応募者らはこれまで、ナノ構造体⼒学分野において世
界をリードする先駆的な研究を推進してきており、⾼い研究遂
⾏能⼒が認められることから、⼗分な研究成果が期待できる。 
  

  

  


